
　

古
代
の
東
ア
ジ
ア
に
、
ほ
の
か
だ
け
れ
ど
確
か
な
輝
き
を

放
っ
た
、
加か

耶や

と
い
う
王
国（
群
）が
存
在
し
た
。

　

加
耶
は
、
朝
鮮
半
島
の
南
部
に
お
い
て
、
互
い
に
協
力
し
、

時
に
は
競
い
合
い
な
が
ら
活
躍
し
た
国
々
─
金き

ん

官か
ん

加か

耶や

、
阿あ

羅ら

加か

耶や

、
大だ

い

加か

耶や

、
小し

ょ
う加か

耶や

な
ど
─
の
総
称
で
あ
る
。
釜ぷ

山さ
ん

を
訪
れ
る
際
に
よ
く
使
わ
れ
る
金き

海め

国
際
空
港
の
一
帯
は
、

金
官
加
耶
の
本
拠
地
だ
っ
た
。
加
耶
に
つ
い
て
の
歴
史
記
録

は
限
ら
れ
る
た
め
、
長
ら
く
幻
の
王
国
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

け
れ
ど
も
、
こ
こ
30
年
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
と
研
究
に
よ
っ

て
、
秘
密
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
た
加
耶
の
実
像
が
明
ら

か
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

加
耶
は
、
今
か
ら
１
７
０
０
年
ほ
ど
前
、
遅
く
と
も
４
世

紀
に
は
海
上
交
易
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
卓
越
し
た
鉄
の
生
産
力
を

武
器
と
し
て
、
強
国
の
新し

ら
ぎ羅
や
百く

だ
ら済
と
渡
り
合
い
、
海
を
は

さ
ん
だ
古
代
日
本
、
そ
し
て
遠
く
中
国
と
交
流
を
重
ね
、
飛

躍
的
な
成
長
を
遂
げ
た
。
け
れ
ど
も
６
世
紀
に
入
る
と
、
新

羅
や
百
済
か
ら
度
重
な
る
圧
力
や
攻
撃
を
受
け
、
次
第
に
弱

体
化
す
る
。
そ
し
て
５
６
２
年
、
大
加
耶
が
新
羅
に
投
降
し
、

歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　

私
が
勤
め
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館（
以
下
、
歴
博
）で
は
、

こ
の
加
耶
に
つ
い
て
の
企
画
展
示
、「
加
耶
─
古
代
東
ア
ジ

ア
を
生
き
た
、
あ
る
王
国
の
歴
史
─
」
を
、
10
月
４
日（
火
）

か
ら
12
月
11
日（
日
）ま
で
開
催
す
る
。
韓
国
を
代
表
す
る
国

立
中
央
博
物
館（
以
下
、
中
央
博
）の
全
面
的
な
協
力
を
受
け

て
、
成
長
の
礎

い
し
ず
え

と
な
っ
た
鉄
の
道
具
、
多
彩
な
金
銀
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
整
美
な
土
器
、
武
威
を
示
す
武
器
や
馬
具
、

そ
し
て
対
外
交
渉
を
示
す
外
来
の
品
々
な
ど
、
２
２
０
点
あ

ま
り
の
資
料
を
展
示
す
る
。

　

な
ぜ
、
今
、
加
耶
を
展
示
す
る
の
か
。
理
由
は
大
き
く
２

つ
だ
。

す
る
た
め
に
中
央
博
に
集
め
ら
れ
て
い
た
展
示
品
は
、
韓
国

各
地
の
博
物
館
に
返
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
一
度
集
め

る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
中
止
も
覚
悟
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、
日
本
に
暮
ら
す
方
々
に
、
倭
と
つ
な
が
り
の

深
い
加
耶
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
強
い
思

い
を
中
央
博
、
歴
博
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
共
催
機
関
で

あ
る
九
州
国
立
博
物
館
の
間
で
共
有
で
き
た
。
特
に
中
央
博

は
、
韓
国
各
地
の
博
物
館
と
再
度
の
借
用
交
渉
、
展
示
品
の

日
本
へ
の
運
搬
を
一
手
に
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

　

現
在
の
日
本
と
韓
国
の
政
治
的
な
関
係
は
、
戦
後
最
悪
と

も
言
わ
れ
る
。
で
も
、
若
い
世
代
を
中
心
に（
中
高
年
世
代

も
負
け
ず
劣
ら
ず
）、Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
、ド
ラ
マ
や
映
画
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
コ
ス
メ
、
そ
し
て
グ
ル
メ
な
ど
の「
韓
流
」は
、
す

っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。
私
が
韓
国
に
留
学
し
て
い
た
20
年

前
に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
に
、
経
済
、
文
化
、
学

術
に
つ
い
て
の
日
韓
交
流
は
広
が
り
と
深
み
を
み
せ
て
い
る
。

　

今
回
の
加
耶
の
展
示
は
、
学
術
的
交
流
の
ひ
と
つ
の
結
実

と
自
負
す
る
。
そ
し
て
、
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
々
が
、
加

耶
の
歴
史
と
と
も
に
、
開
催
に
至
る
ま
で
の
関
係
者
の
熱
意

と
努
力
と
交
流
を
、
少
し
で
も
感
じ
て
く
れ
れ
ば
…
…
と
ひ

そ
か
に
願
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
秋
は
、
千

葉
県
佐
倉
市
に
あ
る

歴
博
へ
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

ひ
と
つ
は
、
倭わ

と
呼
ば
れ
た
古
代
日
本
が
、
最
も
密
接
に

交
流
を
重
ね
た
社
会
が
、
加
耶
だ
か
ら
で
あ
る
。
古
代
日
本

は
、
加
耶
と
の
交
流
を
通
し
て
、
様
々
な
文
化
を
自
ら
の
も

の
と
し
た
。
鉄
の
生
産
、
須す

恵え

器き

と
呼
ば
れ
る
硬
い
焼
き
物
、

貴
金
属
を
用
い
た
金
細
工
、
馬
の
飼
育
な
ど
を
は
じ
め
と
し

て
、
生
活
全
般
に
か
か
わ
る
様
々
な
情
報
や
技
術
、
道
具
を

手
に
入
れ
た
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
た
加
耶
の
人
び
と
も

多
く
倭
に
渡
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
動
き
が
盛
ん
だ
っ
た
５

世
紀
は
「
技
術
革
新
の
世
紀
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
古
代
日
本

の
歴
史
を
き
ち
ん
と
知
る
た
め
に
は
、
加
耶
の
歴
史
、
そ
し

て
古
代
日
本
と
加
耶
の
交
流
史
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

２
つ
め
は
、
今
回
の
展
示
が
、
日
韓
の
博
物
館
の
信
頼
関

係
に
基
づ
い
て
実
現
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
展
示
は

２
年
前
に
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
直
前
に
な
っ
て

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
日
本
で
展
示

時の調べ略
歴

１
９
７
５
年
福
島
県
生
ま
れ
、
千
葉

県
出
身
。岡
山
大
学
文
学
部
史
学
科

卒
業
、同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。大
韓
民

国
慶
北
大
学
校
考
古
人
類
学
科
博
士

課
程
修
了
。文
学
博
士
。著
書
に『
古

墳
時
代
の
日
朝
関
係
─
新
羅・百
済・

大
加
耶
と
倭
の
交
渉
史
─
』（
吉
川
弘

文
館
、２
０
１
４
年
）、『
海
の
向
こ
う

か
ら
見
た
倭
国
』（
講
談
社
現
代
新
書
、

２
０
１
７
年
）、『「
異
形
」
の
古
墳
─

朝
鮮
半
島
の
前
方
後
円
墳
』（
角
川
選

書
、２
０
１
９
年
）、『
ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
考
古
学
─
倭
と
古
代
朝
鮮
の
交
渉

史
』（
吉
川
弘
文
館
、２
０
２
１
年
）が

あ
る
。

ま
ぼ
ろ
し
の
王
国
、

「
加
耶
」
を
展
示
す
る
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国際企画展示
「加耶─古代東アジアを生きた、 
ある王国の歴史─」
会　　場：国立歴史民俗博物館　企画展示室Ａ
会　　期：2022年10月４日（火）～12月11日（日）
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（入館は16時まで）
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